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六」甲山塊周邊の鑛泉の放射能

（昭和18年12月24日受領）

初　田　甚　一郎

1語　　　　　言

　六甲山塊の局蕩には有馬温泉群を初め賓塚，甲陽園，苦楽園，神戸市内等に数多の鍍

泉が存在してみる。之等の殆んど総ては地溝線上に排列されてゐる事は古來屋ミ注意さ

れた所である。亘智部博士1〕は楠戸市北方の一蓮の炭酸界が断居裂瞳より湧出する事を

指摘せられ，比企博士2〕は近畿地溝線と鑛泉脹に關して述べられた際に此地域の鑛泉を

例に事げられ，小川，松原画博士珊も西宮地下水の研究に關聯して新居若くは裂罎線と

鉄泉の排列；C就て注意せられてゐる。L六甲山塊の地質と構造■に於て上治博士4〕も随所

に於て此貼に開し言及されてゐる。之等の鎖泉の中生なるものは嘗て石津博士5）等の手

により泉質，温度，放射能等の調査が行はれたが小規模の鑛泉は之に洩れて居り，又鑛

泉の常として滑最多く殊に昭和13年の風水害の露土砂の崩壊により埋没せるものも砕く

ない。俵て潤長を明かにし叉映を補ふ意味に於て今日の調査を企てた。調査は泉温拉び

にラドン合有量を空とし昭和18年8月13日開始，22目に一臆打切った。調査範園内に現

存する鉄泉の殆んどを網羅した心算であるが筒諸種の事情の爲若干の遺漏を免れないが

又の機會を待つ事とし一先づ報告する次第である。

2選定8構
鐵泉のラドン合有量測定に用ひた器械はシュミット型泉数計3室，IM泉数計1裏，自

製電離槽に理研製小型ラチオスコーイの頭部を取付けたもの1裏とである。いづれも嘗

て理研飯盛研究室より分譲を乞ラたラヂウム標準溶液を基にして検定を行ひ共結果は次

の如くである。

　　　　器　　　　械

シュミット型泉数計No，401

　　　　”　　　　　　No．403

　　　　”　　　　　No．404

1M泉裁計
特製泉数計

　　泉数計恒数

3．07×1〇一m　キュ　リー

3．29×　　〃　　　　”

3．37x　　”　　　”

2．14×　　”　　　　”

2．93×　”　　”
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5療脾の蓄取

　試料の採取にはシュミット型泉数計附属の試料探取壊（容量約1700㏄つを用ひ成る可く

湧出口近くの部分を採取する様に努めたが泉源槽の埋没せるもの，密閉されたものに於

ては止むなく導管の途中の洩れ口より採取した場合もあり之等特別の場合は後に記載す

る。試料は採取壊一杯に室隙を残さない様に採取し堅く口栓を施し測定場所に持ち蹄っ

て後上下の栓を開けて不要の部分．を棄て残鹸（約500cc、）を測定に供した。採取より測定

迄に要した時間は測定数40の内33迄は2時間以内であるが前日の採取に依ったものがi

個ある。この間（θ）に於けるラドンの減衰を考慮しNo；N．e’λ0なる關係式により採

取時の放射能N。を求めた。

榊榊鰍造線㈱榊、固刊．重イ勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋晴グノ

㌶鮒　　　〆甲㌦ムー㌫ぺ、
㌔岨寸1乳！二　、蟻〆’
　　　　　　　量　　　　、ガ甲生シ・　　　々、ザ

境”・・　　萎㌻ノ。　1”十
　　I’一　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．j／N1耳
　　　　　　　籠　　　　　　　、．3／　　　＼

枇

十　、 　　　　　凡　例ψ
　　　一’占　　　“＝，■i缶上。O

　　　｛　け層
　　　凸　　議遣
　　　山　↓　　吟，　合ホ制害
局　　　　】　　点£

4測定操作
　測定操作は跣に展ミ記載されて居り，殊にIM＝泉数計では詳細な使用法がその設言十

音帥に依り報告されてゐるのでシュミット型泉数計の使用法のみに就き概要を述べると

次あ通りである。

　先っ最初検電器の自然放電度の測定を爲すのであるが之には器械附属の説明書に在る

様に蒸鯛水を用ひて行ふ振縁循壌の操作を全く省略した。之は蒸鰯水の存在の爲に電離
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槽内の室問の容積及掘度に饗化が有るIM泉数言十の場合はいざ知らすシュミツド型泉数

計の場合には無意味≒考へたからであり，同時に多量の蒸鰯水を野外に持ち通ぶ事の頬

を避けたかったからである。自然放電度の測定は常に讃取顯微鏡の視野の中心，目盛の

60～40の間に於て1時間以上に亙り5分母に測定した。これは験電器の特性として奥電

直後は見掛けの放電度が大であり時間と共に減少し1時間以上も経てば概ね一定となる

故である。化現象を筆者は金箔装置を支ふる絶縁鵠の電媒除数と解揮してみる。筒稔電

器の温度勾配が見掛けの放電度に影響を輿へる事は想像以上で自然放電崖や微弱な放射

能測定の場合には特に注意を要する。此原因は検電器内の窒氣の勤流作用に依るものか

或は金箔の附け根の部分に於ける表裏の温度差に基く膨脹牧縮の不等の結果かと想像さ

れるのであるが，兎に角温度の上昇する時は箔の降下速度が大になり冷却の際は小にな

り甚しき場合には逆行する事すらある。この影響を成る可く避ける爲に稔電器に厚さ1O

粍のコルク板を以て覇を作った。筒化現象は’シュミット型泉数計に限らすIM泉数計，

理研製大型及小型ラチオスコ■ブの何れに於ても認められるものであり之等器械の使用

に際して特に注意が必要である。電離槽の温度勾配は之に反して殆んど影響を認めない

様である。

　次に試料の放射能を測定するのであるが之には試料探取壊を1分間激しく振温して真

中に於ける窒氣と水との間に英の温度に於けるラドンの溶解皮に臆じて平衡的なラドン

の配分状態を實現せしめ，2～3分静置して霧滴の過半が落下後循環操作に移る。循環操

作は試料壕一乾燥管一電離槽一字動輪一試料壕の順に擾炊に連結しラドンを含んだ室氣

を1分間循環せしめ一様のラド：／濃度を得る様にする。斯くて電離糟に入ったラドンに

依る電離電流を検電器の箔の降下蓮度により測定するのであるがラド：・及壊饗生成物の

呈する電離度曲線は暴利の1O数分間は急激に増加してみる故に此の間ほ測定を避坊た方

がよい。今日の測定に於ては最初から20～30分後測定を始め約10分置きに1O日の測定を

行ひ復元係数により電離槽に入った瞬時に呈すべき放射能（I。’）に換算し英の平均値

（I。’）を求めた。この値から泉数計恒数を用ひて電離槽に入ったラドン量が求められ更

に電離槽の容積の循壌操作に奥った全空気量に封する割合から室気中の全ラドン量が計

算出來る課である。此計算に必要な試料探取壊．電離槽，手動輪，蓮稿用ゴム管等の容

積は前以て水で鎧換して測定して置く。但し乾燥管の容積はベンジンを以て1日測定し

て置き爾後は大震同じ分量の堕化カルシウムを入れる様に注意した。又循壌操作直後に

温度計を試料探取導申に挿入して水温を計り之からラドンの分配係数”tを表より求め
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た。之量の諸量を用ひて振糧直前に水中に存在してみた全ラドニ・量を算出し更に採取時

よりの経過時間に臆じてラドンの減衰率を考慮し鑛泉1立中のラドニ／合有量I。を次の

式により計算した。

　　　・。一・…一旦…（a■wも十b＋c（1・、三wω）・竿・・

遊に　I二個々の測定値Io’より復元係数foを用ひて計算せるI。’の平均値（目盛／分）

K

a

b

刎

r

θ

　　　　　　　　　目盛
泉数計恒数印ち1　　（I。’）に相當するラドニ／量
　　　　　　　　　分

試料探取壊の全容量㏄、

電離糟の容量CC．

乾燥管，連結管，手動輔の容量CC・

試料の鎧積Cα

t．Cに封するラドンの分配係数

ラドニ・の壊饗係数7，549・1卜記時一

採取より測定迄の経過時間（時）

5測　定 着県

六甲山附近に於ける鑛泉の湧出箇所は四つに大別される。生瀬一賓塚附近，苦楽園一

甲陽園，神戸市内及有馬町附近である。有馬の一部を除いては縄て冷．泉で概ね炭酸分を

含んで勾る。之等に就て調査せる結果を第ユ表に掲げる。今この表を概督するに泉温に

　　　　　　　　　　　　　　　策　　1　衰

泉温。C 気温。C

ラ　ド　ン

Z　　度
採集時 纏適時間

號 湧　　　泉 使用器械 備　　　　　考
放射能一I二目／分

工『・ マッ

w
測定時 衷有率％

1 生　瀬NO．1 1軌2 33．7 1．23土0．O1O 15．5 4．19
目　時　分
P3－11－30

@13－52

時　　分

Q－22 S二404
大多川々床にあり，
l工的設備なし，
F無味．

2 生瀬巾2 18．6 30．O 0．68±αO14 9．70 2．65
13－11－09

@1レ20
1－11
X9．1 S－401 淡褐色弱業昧あリ。

3 生　瀬No－3
ｼ村万表郎所有

17．8 29．8 ＆33±O．028 弱．7 15．5
14＿10＿43

@11－11

鴉99．7

S－403
淡褐色無味．褐色
b多し．

4’ 費塚Nα1
迯ﾎ橋々畔

20．2 30．5 1．89±0．O12 25．4 6．97
13－12－00

@12・一34

34
X9．6
SL403 殆ど無色一続味、

5 責塚Nm2迯ﾎ橋下流400米 24．6 30．O 0，57±O．010 10．4
　　14＿11＿15舳

黶Eト・・
　別
X9．8 S－404

武庫川々床にあり．
ﾔ褐色沈澱あ〕・

6
搬　塚No・3
ｱ温泉前炭酸 17．8 29．O O．63±O．015 9．51 2．61

14＿09＿43

@10－54
1－11
X9．1 S－401

無色透明C02ガス多し．
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　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一1　一■止一一一

鼕y園Nα1
Z甲校外學團　23．3泌8
vール水源

ﾌ梁園Nα2　18，823・3

一〇、16土O，004

O．44土O，031

2．20

Q67

0．61

O75

15－1O－30

@I1－42

P5－1レ50

@14－35

1＿12
X9．1

R＿45
X7．2

S－403

ﾁ　製

無味無色透明、

ﾅ込鐵管よリ湧閥

ｳ色透明，無味泉
??v，導管の蓬中
諠轄ﾌ取．

　7

@8

@9

v一
P0

甲陽園N。・1
注N研究所裏 21．2 23．O O，92土O．O14 15．0 5．54

15一一09－45

@1氷10
2－25
X8．1 S－401 無色透明．無味．

I　一　一　　　　　■

b陽園No．2
ﾉ榊問1、三村
¢

17．2 33．9 α49土O．008

O．ω全O，O07

8．弱

U．12

2．29

P68

16－Oト55

@12－25

P6一一11＿33

@1戸32

2－30
X8．1

@59
X9．3

S－404

r－40一11 御影“1b南病院西方
17場 28．テ

黄褐包

c管よリ湧臥赤褐
F沈澱あリ・

12 御影No・2
b南病院西方

23．5 28．7 O．30土O．001 4．99
　　16－11i側136　　　12i42 1－02

X9．2 S－403
川中よ〕自然に湧問
ﾔ褐色沈澱あ〕．

13 稗　戸Nα1
z訪山鉄泉

20．7 30，O O．55全0，023 776 212 1ト11苅5
@11＿58

　53
X9．3 S－401

無色透明，炭酸を
ﾞ．

14

賢平蝋毒西

17．8 30．3 1．42士0．O17 23．8 655
17－11＿33

@12＿33
1－00
X9．3 S－404 無色蚤明・

15 神戸No・3
V王畿泉

30．4 28．7 1136全O．021 18．5 498
17－11－45

@12－39
　54
X9．3 S－403

無色稿々潤濁，炭
�ﾜむ。湧出量多し

16 瀞　戸Nσ4
蜩匀ｷ泉

2α5 28．3 O．46±O，O06 686 1．87
18一一10一・蜘

@，氷O「
1－27
X8．9 S－403

無色藩明，泉源埋没
c管の池口にて礫

17 石楠花山鎖泉 11．4 O，53土0．O1 10．8 296 17－13＿10
P8－10－45

21－35
@85．O

S－401
淡黄色・赤褐色沈澱
�Lぶ、

㎎一通 原野鎖泉
R囲村原野

a@馬N・・1
瑞ﾓ寺銭泉

16，2

Q8．8

28．O

黶@■　　　　■　■　■

R2，6

Q8．8

O．78±O．O06

~63±0．092

一2．7

P99．4

566

T4．8

ユ8－09一一30

@n－53

Q1－15－25

@1＆45

2＿23　　　　S－40498．2

P－20　　　　　IM99．O

@　■　LQ－58　　　　S－40397．8

無色透明1炭酸泉・

ｳ色透明，泉源よ口
�縺B米先の導管の’
?諠樺T島I｛

20 有馬Nα2
宴aウム鋤泉

16．4 29．8 6．50±O．024 492． 155．
21－14－30

@17－28
無色透無明味，泉
撃ﾌ底の方を採集

21 有　馬Nα3
n獄谷炭酸泉

　●P7．8 28，O O．32土O，O04 5．05 1．58
19－／6－03

@17－03
1－00
X9．3 S－403

無色透明，微かに
g2S臭あ〕。

22 有馬Nα4（1）

ﾄ　鮒　泉
16－5 27．1 工．33土O，O08 17．5 4．76

19－16－22

@17－12
　50
X9．4 S－401

通稼（ラヂウム）無色
ｧ明，炭酸分多し．

賜
有馬No，4（2）

ﾄ　銭　泉
20．1 27．6 1．93±O．O05 7．56 2，08

20－15－59

@16＿38
　39
X臥5

I　M
通総（炭酸）無色透明

Y酸分多し

理 有　馬Nα5
ｬ有炭酸泉

16．O 26．7 1．33±O．022 2一．5 5．86
20－15－49

@ユ640
　引
X9．4 S一側4

無色透明・炭酸分多
ｵ，徴H丑S臭．

25 有　馬Nα6
v二野炭酸泉

17．5 2616 O．60±α004 9．24 2．55
20－15＿43

@17＿03
1一別
X9．0 S－403

道路傍に湧問，無色
ｧ明，炭酸分多し。

26 有　馬M7X下邸煎道路
T鎖泉

ユ7．9 28．9 2．55±O．O14 57．4 10．5
9－15＿46

@16＿48
1－02
X9．2 S－404 無色透明

班 有　馬No・8
X本炭酸泉

1O．9 29．5 1．72土0．010 24刈 6．69
20＿】5＿36

@16＿38
1－02
X9．2

各一側1 無色透明

槽埋没，導管の蓬中

鐵管よリ湧臥赤褐

川中よ〕自然に湧問

湧出量多し

無色落日月，泉源埋没

淡黄色・赤褐色沈澱

通稼（ラヂウム）無色
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28 有馬NO．9
ﾄ本炭酸泉
@　　　I　1　一　皿　　　　」

1715 24．3

｡　一　■

1．87土0．O12

潤@一　一

20．2 5．55
21・一09r56

@10－26
30
X9．7 S－403

湧出微弱なリしを
ｹ棺内をかへ脚して

29
有馬No－11
ｺ湯（ウハナ
潟?j

24．8 30，7 O．18±O．001 2，85 038 21－11－27
@12－OO

33
X9．6 S－401

碍褐色湧出停止せる
�ooして新しく湧出せるものを採取

30 有馬No，13
ﾔの坊温泉

27．4 26．7 0，211土O．O04 2．90 0．79
21－1O－45

@11－02

12
X9．9 S－404 同上

3王 有馬No．14
蝟?ｮ泉源

21．6 25．5 O．34土0．O04 4．η 1．51
別一11一郷

@11p58
29

X軌7
S－401
無色透明，池中に湧
o。湧田附近を深

32 有馬Nα15
{　温　泉

45．5 27．2 O．144土0，O09 2．57 0．66 2H9－55
@11－15

74
X9．1 S－404

帯褐色議分彊し，有明泉よリ供総を停止しポンプにて泉源積をかへ出し湧出管口

ﾉて操蚊．

33
有馬No．18
V有馬温泉々
ｹ

51．O 2＆1 痕　　跡 度鐵 握践
20－11－12

@12イ4
52
X9．4 I　M

エヤ，リフト，ポン
vにて汲上げタンク
ﾉ溜湯す，最高65％
ﾍ私す，汲上げのランドの大部分麺

ｷるたらん、

34 有馬NO．19
ﾛ山　鎖果

18，9 25．5 436±0．O理 75．7 20，5
留O－1O－29

@11－5
1－16
X9．0 S－403

川中に湧胆す，禰
ｾ源あ〕、

35 有馬NO刎
L馬屏炭酸泉

］8．2 26．8 Z93±0，Oω ・57．2 10．2
20－1045
@11＿38

53
X9．4 S一刎4 無色透明、

36
有馬瑞搬守谷
r歯ケ尾越新
�ｹ

24．2
　　1Q＆8い、25土αO04　　「

56．0 9．90
別一15－15

@17－05
1－50
X8．6 HO1

無色透明，泉源糟の
W開かず，糟の洩化
?�ﾌ集す、

37 有馬瑞査守谷
ﾋ場山麓泉源

18．6 26．7 1，785土O．O05 15．9 4．57
21＿1‘』56

@16－37
1－41
X8．7 S－404

無色透明，河水温
葡uを停め泉源槽よ
鰍PO米下手の導管の
ﾚ手にて採取．

38 有馬有明温泉
喧蛹罇V泉源

66．3 30．2 5．79±O．025 22．5 6．18
21＿11＿43

@12－09

26
X9．7 I　M

透明なれど直ちに
ｻし褐色沈濃を生ず

39
有　　　馬カタ越峠鎖泉

20，5 31．5 O．46±0．017 6．54 1．80
22－09－53

@エO－56
1－03
X9．2 S一ω1

炭酸ガス多く褐色
b牽リ・

40 唐　　　橿
S問樋鎖泉

20．3 30．5 O．48全O，O05　7，62 2；09
22＿09－20

@11－1O
1－50
X8．6 S一蝸

河床にあり，無色道
ｾ，CO雪多くラドン
寛ｸ多からんH2S
?熕E分をも含む。

於ては35℃を越ゆるもの僅かに3，北地方の年平均気温より4～5．C高い程度のものが

大部分である。帥ち

温度範園。C

泉　　数　　O

＜10一一15－20一一25－30－35く（45．5，　51，　66．3

　H一’｝｝｝｝　　　｝’　　2　　19　　13　　2　　1　　　　　　　　3

冷　　泉 温泉

之を地域的に見れば有馬を除げば他は殆んど著しき差異を認めす唯僅かに棘戸市に於

ける天王鑛泉の30．少Cが群を抜いてみる。有馬町に於ける湧泉に於ては新に穿襲せる

有明温泉及新有馬温泉が温度高く，本湿泉之に次ぎ，遥か下って花の坊温泉，炉湯が多
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少温度が高い。之等は何れも麗分を多く含み褐色沈澱を件ひ，之に反して固形分少き炭

酸泉は一般に低温である事が注目される。有馬町醤の水温泉力源は構造複雑にして泉源

槽は二つに分れ両者各々湧出管を有してみる7〕。今岡は南側の元普通温泉（一の湯）泉源

糟中の樫の大なる方の湧出管口で測温及探湯した。有明温泉の温度は66。炉Cとなって

みるが之は泉源の構造により冷水の加はる爲温度が低下するものらしく泉源改造前の昭

和17年3月見學當時は95。を示し試錐（昭16．8．29－1O．24）の際の記録によれば深度586尺

にて白質，孔底温度10ぴC，最深623尺孔底温度130℃となってゐる。

　刻τ放射能に於ては瑞賓守谷のラヂウム鉄泉の476エマニ・を最高として附近の瑞賓寺

銭泉（199），射場山麓鑛泉（15．9），羊歯ケ尾麓の鱗泉（竈）は一群を爲してラドン濃度犬に

して英他丸山鑛泉（74），元省線有馬曝構内炎酸泉（57），森下前道路傍鑛泉（7）等が著し

く，温度の高い有明温泉，薪有馬温泉等はラドン濃度が小である。有馬町以外で著しい

ラドン量を示すものは生瀬No．3（56）で赤褐色沈澱の多いのが附近の炭酸泉と異る鮎で

ある。

6従来の測定との比戦

　今日調査せる鑛泉の中生なるものは泉温，放射能等に就て前記石津博士5）等の調査報

告文があり，又有馬町の湧泉に就ては嘗て苦々の手で測定した事がある8〕。今之等を列

象して比較して見やう。

　　　　　　　　　　　　　　　　策　　2　　表

有馬本温泉一（一の湯）

測定年 月
明治44年1月 大軍2年5月 大正14年

@8月
昭和2年8月 昭和12年11月 昭和18年8月

測 淀 者 1石谷物1未部州 自バ〕1 漬囲田 P淺山句 P初 囲

泉　　　温（oC）

奄濫Z度（マッヘ）

53，4

O．22

51．5

O．25

47．5

O．55

46．0

O．75

447

O．48

45．5

O．66

丸 山 鋏 泉

泉　　　温（。C）

宴hン濃度（マッヘ）

19．0

W．64

ユ9．0

W．27

17．0

Q．27

18．5

黶D67

一一
18，8

Q0．5

有馬炭酸泉（一名鐵砲水）

泉　　　温（。C）

宴hン濃度（マッヘ）

17．4

h．25

17．0

P．75

18，5

黶f05

18．0

Q．04

17．7

T．80

16．0

U．41
i

瑞 費 寺 温 泉
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裡　　　　蜴

泉　　温（％）
援h濃度（マツ＾）

〉31，0

T7．95

28，3

Q9．61

28，0

Q4．65

27．5

W，56

30，0

V8．5

28，8

T4．8

榮 鐵 泉

泉　　温（。C）
宴hン濃度（マツ＾）

17．4

P．25

一一
ユ7．5

Q．85

17．0

S．05

’■
16．5

S．76

ラ ヂ ウ ム 泉

泉　　温（。C）
宴hン濃度（マツ＾）

一1一一1一 島1器6篇’3 22．7

P47

16．4

P51

地獄谷炭酸泉
泉　　温（％）
宴hン濃度（サヅヘ）

16．5

O．66

一． 一一 ’’ 一’
17．8

P．58

花之坊潟泉
泉　　温（％）
宴hン濃度（マッヘ）

3Z5
O．54

・一 一一 一’ 一’
27．4

O．79

百問樋鉄泉
泉　　漉（。C）
宴hン濃度（マッヘ）

一一 ．一一 一一 、融講集11㌘ 20．3

Q．09

天 王 鎌 泉

泉　　温（％）
奄濫Z度（マツ＾）

24．5

P．54

一’ 一一 ’一 一一
30．4

S．98

諏訪山鉄泉
泉　　温（％）
援g濃度（マツ＾）

19．O

戟D脇

・一 一一 一一 ■一
20．3

Q．09

　この他者千の測定があるが泉源の同定が困難の爲省略する。此内白鳥氏の測定は但馬

地震（大正14年5月23日）の直後，濱田氏の測定は北丹後地震（昭和2年3月7日）の後何れも

温泉の放射能に及ぼす地震の影響を調査する目的で測定されたものである。從って或は

過渡的の値で此産に比較するのほ安當でないかも知れないが地震の影響必ずしも決定的

でなく叉共結果も永繍的でないとは限らないから引用した。第2表を見ると全般的に近

年程放射能が大となってゐる。今参考の爲に各湧泉毎に今日の測定値と以前のそれとの

比を作って見ると第3表の如くである。

　之を見れば各湧泉毎の滑長が或程崖迄推測出來る。鍍泉のラドン合有量は一般に相欝

愛イとするものと者へられ墜が半年に牟滅した例15）もあク永年に五って殆ど愛ら凌い場合

もある。これは気象的俸件に支配される事は勿論であるが永年簗化に於ては地下のラド
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ン供給源の状態如何が問題になる謡である。外部の條伜に支配される著しい例としては

丸山鑛泉がある。この湧出。は渓流の中にあり，今日の測定値が非常に大なるのは砂防

工事の爲漢水激減しその混入する割合が小になつた爲と思はれる。

　　　　　　　　　　　　　　　寛　　5　表

湧　　　泉
初出佑谷 初回休部 初画伯鳥 初回傾岡 初回僻満 初回ノ根本 初田ノ淺山
（2571） 崎（2573） （2585） （2587） （2591） （2596） （2597）

本　温　泉 3．O Z6 1．2 O．9
一 一

1．4

丸山綱泉 λ4 λ5 8，9 12．

一 一 一

有馬炭酸泉 5．2 3．7 6．1 3．1
一 ■

1．7

瑞費寺温泉 1．4 1．9 λ2 6．4
’ ’

0－7

榮　鋤　泉 臥9 ■
1．7 1．2

■ 一 i
地獄谷炭酸泉 z1

■ 一 ’ 一 一 一

ラヂウム泉 一 ■ ‘ ．
I，1 一一 O．9

花之坊温泉 Z3
一 i 一 ■ 一 ■

百問樋摘果 一 一 一 ’ 一
1．0

一

天王鎖泉 3．2 i 一 ’ 一 ■ 一

諏訪山鏡泉 1．6
一 一 ’ 一 一 一

　石谷氏の測定はC．瓦㎎1er＆H．Sieveki㎎の泉数計を改造して電離槽を氣密に爲し，

別に試料探収用の容器を使用して循壌法に依ったものである。木部崎，白鳥，濱田の諸

氏は何れもシュミット型泉数計を用ひて測定された。以上の諸氏はラドン含有量は電離

電流の値から計算して求められたものである。根本，淺山の両氏はIM泉数計に俵ゆ從

ってその恒数はラヂウム標準液を基としてみる。今日の測定では瑞賓寺温泉に於ては同

じIM泉数計に依つたが他はシュミット型泉数針を使用し大きな補正を必要とする電離電

流からの計算に依らす，ラヂウム標準液を用ひて決定した泉数計恒籔からラドン量を求

めた。然し念の爲目盛の電歴検定を行ひ電離糟の電氣容量は検定書記載の値を採用して

上記泉数計恒数決定の際の観測賓料から計算した所次の穣に非常によく一致した値を得

た。

　標準液より求めた泉数計恒籔（No．403）329×1O．”キュ，リ｝目／分

’電離電流より計算した泉数計数（”）　＆25×1O■』0　　”

　絢同定不能の理由から比較を省略した苦楽園平陽園附近の鑛泉に就ては大正2，3年に

木部崎氏の測定があり現在その大部分は清減してみるがラドン含有量は今回の測定法の

何れよりも凡て大となってゐる。之等の結果を綜合すれば六甲山塊の東南部に東北一

西南に並走する盧星，甲陽両断居に滑ひ湧出する鎮泉は凋落の一途を辿り六甲衝上断居

に滑ふ生観有馬阿哲の揮宗及諏訪山断居に滑ふ神戸市肉の湧泉は放射能を捨してみる
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といふ結果になるが之が断居白麗の活動を反映するものかどうかは分らない。

7　鏡果のラドシ合荷量とラヂウム合荷量との聞係

今日ラドンを測定した鑛京中若千は中井敏夫博士16〕によりラヂウム含有量が測定され

てゐる。之等の値をラドン濃度順に列學すれば第4表の如くなる。

策　　4　表

鋏　　　泉
泉水1立中のラドン量 泉水1立中のラヂウム
マッヘ（泉温。C） 畳10－1里g恥（泉絆C） 備　　　　考

有馬ラヂウム蟻泉 155　　（16．4） 2、醐　　・　17〕 中沸氏の有馬ラヂウム
鍛泉第3號

瑞寳寺銭泉 54．8　（28，8） 5．09　　　用 同第ユ艶

有馬炭酸泉 5・86　．（16・O） 0．76　（16．O）醐 A口g・1939採集

射場山麓鎌泉 4．57　（ユ8，6） 18．45　　　17〕 中井氏の有馬ラヂウム
鎮泉第2艶

腐植首間樋鐵泉 2．09　（20．3）
61．57　（肌O）1島）

57，55　（20．O）1の A㎎．1939採集

有馬カタ越鉄泉 1．80　（20．5） 111．05　（21．O）］聴 Aug．1939採集

花之坊温泉 0．79　（27，4）
68．50　（37，6）1〕〕

47．08　134．5）1ε） Aug・ユg39採集

有馬本温泉 0．66　（45．5）
64．97　（43．O）］勒

71．29　（43，O）16j Aug・1939採集．

新有馬温泉 遺跡　（51．O） 581．16　（640）醐

　第I4表に見る如くラド：・の多い鑛泉必ずしもラヂウムを多く含ます又ラヂウム合有量

大なる鑛泉必ずしもラドンを多く含まない。倫鑛京中のラドンとラヂウムとの關係を考

へる場合には次の諸項に注意せねばならない。

　（I）含有ガス量大なる鑛泉に於ては湧出時の携勧の爲ラドンの逸失が多い。

　（2）湧出量小なる鑛泉に於てはラドンが地表に達する迄の時間は豫想外に大と一なり其

闇に於けるラドンの崩壊を考慮する必要が起る。

　（3）沈澱物の多い鑛泉では湧出と共に急激に沈澱が生戒され之が液中のラドンを吸着

する。

　以上は何れもラドン含有量の過小に測定される原因となるのであるが表中の鉄泉に於

ても（1）が適用されるものに有馬炭酸泉，唐櫃百問樋鉄泉，水温泉，（2）が適用される

ものに花之坊温泉，（3）が適用されるものに水温泉がある。筒薪有馬温泉はエヤーリフ

トポンプに依って汲上げるため共際の。気泡と共に大部分のラドyが逸失されるのであ

ると．解糧される。薪有馬温泉は此の理由により除外してラドン含有量に封じてラヂウム

含有量の木なろカク越温泉及卒温泉に載て見るに次の穣な關係があ乱
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泉

カタ越鑛泉

本　　温　　身

上記ラドン亡平衡
すべきラヂウム量
　10－12g　Ra　l－1

　　　654

257

預＝測されたラヂウ

ム量
　10－12g　R記卜1

　　111．05

　　　64．97

　　　71．29

比率％

59

29
30

卵ちラヂウム含有量の最も多いものと難も筒ラドン含有量が平衡量を逢かに凌駕して歴

倒的に多い事が之からも窺はれ乱

　本研究は浪速高等學技研修都科學班有志の魔援を得て打つだ。筒測定に醤っては浅山

哲二理學士，本學々士川井直人，井上英二面粛の援助を得た。記して感謝の意を表する

次第である。
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